
野球が大好きな子供達へ・入団募集中！ 逞しい青少年育成に全力で取り組む、NPO法人小山ボーイズ球団
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期待の大型右腕 高山投手

第２回北関東大会・準優勝

土井堅斗投手 昨年秋からチームを引っ張るエース

として活躍。制球力を上げようと冬から春にかけて、

フォーム改善に取り組んできた。ここに来て安定度

増してきた。北関東大会の優秀選手になり、暑い夏

を乗り切るスタミナもある。今後の活躍が楽しみだ。
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だ
。

Never give up your Dream・・あきらめない気持ちが未来を変える

小山ボーイズニュース
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全力投球・全力疾走、自らの手で感動の最高の夏を！

全
国
予
選
・
北
関
東
大
会
戦
績

地域に愛され、子供達に愛されるチームを目指します。２０１１年も活発に動き、最少経費で最高の満足感を！

小山ボーイズ公式ホームページ ツイッター開始! レアな情報をフォローしよう!

は
じ
め
て
の
公
式
戦



顧問 鷺谷 尚

自宅の庭にボランティアの野球塾を開いてから、か

れこれ十年になる。長い間お世話になった野球界への

ささやかな感謝の思いからである。近隣市町から、多

いときには二十人近い小中学生や、中には高校生もやっ

てきた。

私は野球全体には精通していないが、マウンドから眺

めた野球は、極めて多く経験している。その経験に基

づき、主に投手の基本を指導している。

私が目指す投手像は、一にコントロール二にコント

ロールである。ややもすれば、球速に走りがちな子供

たちに、まずそのことを理解させることが大切だと思っ

ている。

捕手の要求するところに、要求する球種を投球する

のが投手の役割である。それが出来なかったら野球は

始まらない。制球の確率は、小学生で六割、中学生で

七割、高校生からは八割を目標に設定している。

○第一ステップは、外角へのストレートを一クール

（十五球～二十球）、第一ステップで前述の目標をク

リアできると第二ステップに進む。

○第二ステップは、内外角へ五球ずつ一クール投げ込

みます。

○第三ステップは内外角へ三球ずつ一クール。

○第四ステップは変化球とストレートを混合し内外角

へ一クール（小学生は除く）。

○第五ステップは、捕手のサインに従い、打者への仮

想投球を三インニング行います。

この基本的なトレーニングを積み重ねることこそ、実

践的なトレーニングに他ならないと確信しています。

投球のほか、一塁、二塁への牽制球の練習もメニュー

にあります。牽制球の意味については、以前ボーイズ

ニュースでご紹介したことがありますが、刺殺は勿論、

打者との間のとりかた、自らのバランスのチェックな

ど重要な意味があります。牽制球を身につけてこそ、

はじめて一人前の投手と言えるでしょう。

ここでは投手のことを記述しましたが、野球は、それ

ぞれのポジションを分業する共同作業です。お互いが

お互いを信じ、着実に自分の役割を果たすことが最も

大切です。喜びも悲しみも共有し、心から笑い熱い涙

を流してください。

塾開設時からサポートくださった、小山ボーイズ新

島監督、白沢コーチはじめ、現在も熱烈なご指導をく

ださっている川村紀明、鈴木和芳、佐藤忠、近藤岩夫、

岩崎明、高島孝一各コーチに心から感謝します。(了)

＊鷺谷さんは、７１歳の青年で今でも古希野球チーム

でエースとして投げ続けているアスリートです。

平成２３年６月２６日 県営Ｃ球場

栃木県支部１０周年記念１年生大会 １回戦

小山ボーイズ ００００００１ １

宇都宮スターボーイズ ０００１２０× ３

（投 手）井崎幹太・海老沼啓介

（捕 手）高橋祐太

（三塁打）高橋翔大 （二塁打）池田翔貴

１年生大会は３年前から支部の活動として、この時

期に開催され、今年は全８チームが参加し、大いに盛

り上がりました。試合は序盤押し気味の小山ボーイズ

に得点がなく、中盤バント守備等のミスで惜敗でした。

１年生２３名が気持ちを併せて頑張ろう！！

小山ボーイズ公式ホームページ ツイッター開始! レアな情報をフォローしよう!

BASEBALL

PRO SHOP

石川スポーツ
TEL 0282－24－3161

専門スタッフが心からア

ドバイスをします。

旅行のことなら、
たび倶楽部

感動との出会い
たび倶楽部

海外旅行～日帰り旅行

ご相談はたび倶楽部
TEL 0282－62－2813

小山ブランド

おとん弁当
＜炭火焼肉 ６００円＞

これは美味い！

話題沸騰中！

TEL&FAX 0285-23-5329

ＬＰガスＨＯＴライン
本社（小山市出井）

０２８５－３０－１０１１

下野支店

０２８５－５３－７７５１

（株）トチネン

野 球 塾 惜 敗 栃木県支部１年生大会



３年生黒川健太郎は、５回裏スコア１対１無死走者

１塁という場面、緊張を隠せない表情でバッターボッ

クスに立っていた。「何とかしなければ、困り果てた

表情だ。」

今年もボーイズリーグの夏季全国大会への出場権を

かけた栃木県支部予選が始まり、戦前より、ハイレベ

ルの戦いが予想され、上手く調整のできたチームが勝

ち残るだろうとされていた。

我が小山ボーイズも総力戦を駆使し一丸となって戦

うことで、候補の一角に位置できるだけの力は付けて

いたのだが・・・。

昨秋から、新人戦準優勝・東日本大会第３位・春季

全国予選ベスト４とまずまずの成績を残していた。し

かし、勝ちきれない内容は、攻守両面に渡り不安定な

部分を多くあり、荒さの残るゲームが多いことだった。

３年生（７期生）たちは、１年生の時から先輩たち

の全国大会出場やジャイアンツカップ出場・NOMOジャ

パン選出・全国選抜大会優勝・関東ボーイズリーグ大

会優勝など眩しいばかりのキャリアを目の当たりにし

てきた。選手たちは「僕たちも全国に行くんだという

気持ちが空回りして、自信を失っているかのように写

る。あこがれと現実のギャップに押しつぶされそうに

なって、自分たちのプレーができないでいるのではな

いだろうか。」見えない圧力から解き放された時では

遅い・・・と考えてしまう。

サインはバントだった。初球を小フライ、一塁手が

取れずにファール。二球目が空振り。一気に追い込ま

れた健太郎は落ち着かない。これには伏線がある。昨

秋の新人戦決勝で、バントを失敗し、絶好のチャンス

を潰したことがあった。

黒川は、体が細く非力な選手だが練習では手を抜か

ないファイトのある選手だ。守備力は水準以上だが、

打力に力強さがないため、ベンチスタートが多くなっ

ている。この日もスタートはベンチで、場面は初打席

で追い込まれている状態。

○宇都宮中央ボーイズ戦

左腕土井投手の先発。１回表、順調な滑り出しのな

か、四球・盗塁・安打で簡単に１点を献上する。粘れ

ない、二死後の流れるような失点。動揺している様子

はないが、よいリズムで勝ち上がりたい。結果、試合

は１１対１で勝利する。記録に残らない細かいミスが

気になる。

○大田原ボーイズ戦

横手投げの藤井投手が先発、幸先よく一回裏に相手

投手のミスに付け込んで、ノーヒットで１点をもぎ取

る。藤井は丁寧な投球で、初回を３者凡退とする。

２回表、藤井は１死から痛恨のデッドボール、次に

右前に運ばれて１・２塁としたが、次打者を右フライ

に仕留めて、２死２・３塁。ホッとした瞬間の初球、

右に３点本塁打を浴びてしまった。３・４回と立ち直

るがチャンスをものにできずに敗戦。

最大の目標を失った７期生たちは呆然としていた。

悔し涙と失望感だが、納得するしか方法はない。

敗戦・失敗の次にどうするか、ここが大きな問題で

最大の勉強だ。「敗戦後の考え方が大切。」「絶望か

らの脱却だ」今、僕は何をやるべきか。「次に来る試

合に万全の状態で臨むこと」「よい選手になるべく努

力すること」である。あきらめなければ必ずよいこと

が起きる。

県営本球場で３

位決定戦が行われ

ていた。

相手は栃木ボー

イズ、昨秋の春季

全国大会予選準決

勝で惜敗して以来

の対戦。５回裏無

死１塁のチャンスにバッターは黒川、カウント２スト

ライク、投手はランナーの土井を警戒する。ボールが

２球きたあと、パスボールでランナーは２塁へ、そし

てカウント３－２のフルカウント。緊張の中、バント

したボールは一塁側に転がっていった。

チームのために、精一杯の犠牲バントで１死３塁の

チャンスを作ることに成功した。小柄で非力な健太郎

が精神的に追い込まれた中で、最高のパフォーマンス

をみせた。ランナーは２年生の主砲小藤がタイムリー

で見事に返して勝利した。立派な第３位だ。

華やかさは無く、試合の中の地味な場面だが、１人

の選手の精一杯のプレーがチームを勝利に導いた。努

力は必ず報われる。また感動の瞬間に出会えた。毎年

多くの選手が感動を与えてくれる。この一打も忘れら

れないシーンになるだろう。

苦悩の７期生たちが、あらゆるプレッシャーから解

き放たれて、最高の笑顔で３年夏を駆け抜けて、最高

の結果を出してくれることに期待している。これから

が本当のシーズンだから・・・。今にみていろ！
ＧＯ!ＧＯ!

ＯＹＡＭＡＢＯＹＳ
小山ボーイズを応援する会

コラム 今にみていろ

twitter で最新情報をゲット
「OYAMABOYS」をフォローしよう


